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たちは、学期中に、早稲田大学の留学生別科課程にあるr口 本語1jr日 本語2」 のクラスに入り、
3ヶ 月の全課程中、毎週1回 、1コ マか2コ マ連続かで参与観察を行います。r日 本語1」 は初級
前半の、そしてr日 本語2ゴ は初級後半か ら初中級までのレベルですが、日本語習得のこの時期に、
留学生と机を並べて座 り、いっしょにクラス活動に取 り組み、かつ学習上のア ドバイス求めや質問
に応 じた り、食事や買い物につきあ うなどの個人的な生活にかかわった りするなどとい うことは、






問題は実にさまざまです。今回、 『早稲田大学日本語教育』第2号 の刊行に当たり、2004年 度の秋
学期に提出されたレポー トの中から、この刊行物の趣旨にふさわしい内容のものを2編 選択 して掲
載 します。この雑誌によって、読者のみなさんが初級過程における学習と教授に関する問題の諸側
面を知ると同時に、早稲田大学における日本語教育の一端をもご理解 くだされば幸いです。
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